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営繕積算システム RIBC2 の主な変更点（Ver.11.00 から Ver.11.10） 
 

【標準単価作成システム】 

１． 「前回単価データ読込」機能に今回より削除された単価の LOG 出力機能を追加 

一次単価ファイルと標準単価ファイルの「前回単価データ読込」機能に、『公共建

築工事標準単価積算基準』の改訂等で、今回より削除された単価をログファイルに出

力する機能を追加しました。 

    

   ＜標準単価ファイル＞ 

    
 

   ＜標準単価のログファイル＞ 

 
※ ログファイルは、一次単価ファイルと標準単価ファイルと同様のファイル形式で

出力されます。  

ログファイル 
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【内訳書作成システム】 

２． 『公共建築工事内訳書標準書式（建築工事編）令和４年版』に対応 

『公共建築工事内訳書標準書式（建築工事編）令和４年版』の別紙明細の名称に対

応しました。 

 

 

 

Ver.11.10 Ver.11.00 

 

 

＜参考＞『公共建築工事内訳書標準書式（建築工事編）令和４年版』の改定内容より抜粋 
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３． 表紙の「工事名称」と「工事場所」の入力文字数を拡張 

「工事名称」と「工事場所」の入力文字数を、全角２５文字から全角３３文字に拡

張しました。 

    

   ＜表紙＞ 

    

 

   ＜新規作成＞ 
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４． 変更設計の「変更なき金額一括」の別紙明細書の印刷機能の仕様変更 

紙の削減の観点から、細目別内訳書に印字される別紙明細行の別紙明細書のみ印刷

されるように仕様変更しました。 

＜Ver.11.00 まで＞ 

 

 

 

 

 

     

＜Ver.11.10 から＞ 

 

 

 

 

 

青枠は、変更がない別紙明細 


